
Ⅰ河川の生物学白勺調査

河川水質料・工場桝水村

河　川　の　生　物　調　査　部　告　書

（中川水系における生物相と水質についてⅡ公害センター・埼玉大学教育学組物字数室）

昭和50年に中川水系について、底生生物、浮遊生物等の調査、並びに水質調査を行った。満3年を経過した53

年に、再び同水系について調査を行った0その結果、本水系では、中川本川が他の支川より汚染されていると認めら

れた。総合的に判断すると、本水系はα中腐水性～β中腐水性の水系と考えられ、前回の調査と差異かないものと考

えられる。

Ⅱ　荒川の付着藻頬と水質につし＼て

須貝敏英・野口勝・丸山由善雄・福島博莫

舞6回環境保全■公害防止研究発表会発表
（1979年12月　環境庁）
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1979年5月に荒川の本流を中心として、10地点を選び調査した。

付着藻の現存量は、山地渓流で周雁勾酎大きい川又、落合、は小さいが、他の地点はかなり大きく、日本の馴

の平均的な値の2倍近くになっている0べノクの生物指数誹耐鯛度は下流に行くにしたがって小さくなる傾向を

示しているが、鮒汚服サブロビ指雛一齢下庶程大きくなる傾向にある。優占種と諸指数から各地点の水質

を判定すると、最上流の川又は清浄だか落合よりやや汚濁かみられ、長瀞からやや汚濁が強くなり鴻巣では鯛

がかなり強くなっている○また秋ケ願は自浄作脚ためか少し膚浄に回服しているという結果が得られた0
※（東京女子体育大学）

ⅢクチビルケイソウCymbellaventricosaの分類学酌検討

須貝敏英・福島博東

日本藻須学会第4回春季大会発表（1980）

清浄な河川から鯛した河川まで、広い水域にわたって分布するクチビルケイソウCy皿bellavent工1COSaは

多くの変種に分類されている0今回はVar・glrOdlという、背側中央部に明瞭な遊離点を有するケイソウを、荒

川の秩父橋附近で得たので520個体を顕微鏡写真に撮影し、その横条線の形鼠ケイ級ケイ殻幅などを計測し

て、これまでの研究者の論文と雌しなから、これらの特徴か種を区分するCrlterlOnとして適当かを鮒した0

その結果Var・SlleslaCaという両端部か突出する種と外形か似ている個体にも、中央部に遊離点の存在が認

められた。また、これらの遊離点はいずれも円錐形の穴のような廣道であることが観察された0
菓（東京女子体育大学）

Ⅳ　建屋からの排出による拡散実験

ExperimentOnDisperSiono王Emissions fromIsolated

Building；AWindTunnelandField Study
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吉田康夫・五井邦宏・新井真杉・川嶺善一・白沢忠雄

第21回大気汚染学会発表（1980・11）；講演要旨菓

概　要

建物周辺における汚染物質の拡散については簡易な拡散式かない。そこて昭和54年度に国立公害資源研究所の広

域拡散風洞内で、平坦地に孤立してある建藍模型を用い、排出口、風などを変えて周辺の気流と汚染物質の拡散状態

を調へた。さらに野外において実際の建物（三階建校舎）からトレイサーガスを放出し、地上での分布を創った0こ

れらの結果、同じ排出高さの場合に、地上の最大濃度は建物のない場合の数倍以上となり、その地点は産物風下近傍

に出現することか認められた。これは汚染物が、建物風下に生するWake内に巻込まれることによる0

Ⅴ　大気移流経路の統計的把撞について

StatisticalEstimation o壬　Air Trajectory

五井邦宏・水井広二莫

第21回大気汚染学会発表（1980・11）；講演要旨菓

大気の流域を明らかにするため、昭和52年・53年の全時間の流跡線を計算し、対象領域に流入する気魂が最も

多く滞留通過して来た地域を統計的に表わした0

その結果4～9月では南北に隣接する地域、10～3月では北～北西方向に伸びる地域での影響が大きいこと、又

ォキノダソト高濃度時の気塊は両方向30E皿まての地域から、二酸化窒素高濃度時では南～南東方向と東または西に

隣接する地域からの移流が特に多いことなどか分かった0
藁（埼玉県大気保全課）

Ⅵ　紫タト吸収オソン測定機の湿度影響

Moisture E王王ects on Ozone Monitor using Ultraviolet

Photonetry
五井邦宏・北野拓

第21医大気汚染学会発表（1980・11）；講演要旨集

オキシダント計の動的校正用、野外調査用としてよく使われる紫外吸収オゾソ計か、採取空気の湿度によって受け

る影響について試験した。検出器自身は原理上水分の影響を受けない様に作られているが、本試験では空気の湿度に

対してかなりの感度が認められた○しかし、測定機は比較虞算方式を採用しているため、オソソ分解器の性能（除湿

効果がないことも含む）が保証されている限り、テ一夕には湿度による影響かないと言える0

Ⅶ　航空機を用いた高速大気観測方法に関する検討

some consideration on High－SPeed Air－Monitoring by

Aircra‖　　　　　　　　　五井弗宏儲治雄藁・奥田典夫窺莫他

舞21［司大気汚染学会発表（1980・11）；講演要旨実

高速移動測定には多くの特殊性か伴なう0その一つは、高速中でのサンプリングによる分解能（応答性）と、試料
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大気の物理的状態が変化することに寄因するチータの取扱いを、明らかにすることの必要性てあり、他の一つは、測定

ノステムを移動させる儀体内の装備（電源）と、環境し気圧・気温・振動）に対する配慮と同時にそれらの影響を受

けないシステムを採用しなければならないことてある0

以上の点に関する問鼠貴を挙げ、それらの処理方法について若干の考察を加えた0

鼻（横浜市公害研究所）

弊※（国立公害研究所）
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